
宇都宮・大谷寺洞穴遺跡

「ほ
ぼ
完
全
」では
縄
文
最
古

判
＞

と
中
　
　
宇
都
宮
市
大
谷
町
の
「大
谷
寺
洞
穴
遺
跡
」
で
、
〓
一十
三
年
前
に
ほ
ぼ
完
全
な
形
で
出
土

一輌
断
一　
し
た
人
骨
が
、縄
文
時
代
最
古
の
「草
創
期
」
に
あ
た
る
約

一
万

一
千
年
前
の
も
の
だ
っ
た

内

で
　
こ
と
が
、
一
一十
八
日
ま
で
に
、
県
教
委
が
依
頼
し
た
専
門
家
の
調
査
で
分
か
っ
た
。
出
土
し

一硼
憾
一　
た
当
時
は
、
縄
文
時
代
早
期
の
約
七
千
年
前
の
も
の
と
見
ら
れ
て
い
た
。
ほ
ぼ
完
全
な
形
で

代

宝
　
出
土
し
た
人
骨
と
し
て
は
、縄
文
時
代
で
最
も
古
い
と
い
う
。

時
寺

曖
鰤
一
卿
”
剛
刑
置
７
禦
神
の
状
態

の
洞

　
発
見
当
時
は
、
近
く
か
ら
出

鋤織
強銀
孫
総
続
続
鰤

師恥
肇
慶
誅
弾
『
卿

て
年
代
測
定
調
査
を
お
茶
の
水

女
子
大
生
活
科
学
学
部
の
松
浦

お茶の水女子大
松浦助教授ら調査

秀
治
助
教
授
ら
に
依
頼
し
た

と
こ
ろ
、
早
期
よ
り
さ
ら
に
古

い
、
約

一
万
千
年
前
の
「草
創

期
」
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
判

明
し
た
。測
定
は
、有
機
物
中
の

放
射
性
炭
素
の
放
射
能
量
か
ら

年
代
を
推
定
す
る
「放
射
性
炭

素
法
」
と
骨
の
中
の
フ
ッ
素
量

で
骨
の
古
さ
を
比
較
す
る
「
フ

ツ
素
法
」
の
二
種
類
で
行

っ
た

と
い
う
。

県
立
博
物
館
人
文
課
に
よ
る

と
、
こ
れ
ま
で
沖
縄
県
で
、
縄
文

時
代
以
前
の
「旧
石
器
時
代
」
に

あ
た
る
約

一
万
七
千
年
前
の
ほ

ぼ
完
全
な
人
骨
は
出
土
し
て

い
る
が
、
草
創
期
の
も
の
は
、

骨
片
し
か
見
つ
か
っ
て
い
な

か
っ
た
。

京
大
霊
長
類
研
究
所
の
茂
原

信
生
教
授
（人
類
学
）
は
「現
在
、

再
度
年
代
測
定
を
し
て
い
る

が
、
国
内
で
は
縄
文
時
代
最
古

の
人
骨
の
可
能
性
が
あ
る
。
さ

ら
に
、
ほ
ぼ
完
全
な
形
で
あ
る

こ
と
か
ら
縄
文
時
代
の
人
類
の

研
究
に
一
石
を
投
じ
る
貴
重
な

資
料
で
、
フ」
れ
ま
で
、
骨
の
断
片
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か
ら
推
測
す
る
し
か
な
か
っ
た

旧
石
器
か
ら
縄
文
時
代
に
か
け

て
の
人
類
の
変
化
を
知
る
手
掛

か
り
と
な
る
の
で
は

て
い
る
。
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